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理の基盤的実践（Quality Management Infrastructure Practices, QMIP）に加え，「製品開発」，「プロセス管理」
からなる品質管理の中核的実践（Quality Management Core Practices, QMCP）と品質成果について，現状
および中期的な変化について，現場認識を調査している。それぞれの要素・項目において「現状に関する質
問」と「現在と 5－ 10年を比較した変化に関する質問」の 2種類の質問形態を設定している。品質管理の
実践要素と品質成果との因果関係について，現状と変化のデータセットから 4つの組み合わせの因果モデル
（品質管理の実践要素（現状と変化） ×品質成果（現状と変化））を作成して，共分散構造分析により検証し
た。特に，改善の効果に着目して「変化のデータ」を取り入れて，ある要素の変化が他の要素（またはその
変化）にどのように影響しているかを調べている。以上より，全モデルにおいて，「製品開発」，「プロセス
管理」が「品質成果」に大きく影響を与えていることを示している。また，「サプライヤーとの関係」の影
響も注意に値するとしている。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　日本企業の品質マネジメントの構造について，認証制度や企業の取組みについて，丹念に体系的に分析し
ており，企業の品質管理活動に対する有益な示唆が得られている。外生変数の選択やモデル名，モデルの適
合度等残された課題はあるものの，博士論文としての水準に達している。
　よって，著者は博士（マネジメント）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
